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基盤岩類の種類出そ⑳曹茅ン1トリウ姦鐙

東濃ウラン鉱床の基盤は多くの場合に花鰯岩類から

なる,その大部分は従来の命塙法(2分法)による黒

雲勧花筒岩で苗木地方の苦木一上松花陶岩に対眈され

ている.御嵩町の一部に花鯛閃緑岩が小規模に分布す

る.これらは直径約五弧跳ほぼ円形を示し扱がら古

生層中に買入している.便宜上これを土岐花陶岩体と

呼ぶ.この土岐岩体の南方三国山一猿投山一岡崎市

ばかけて各種の花樹岩類が分布して為り領球花陶岩類

と通称されている｡その地域には土岐地区と嗣じよう

に新第三紀の弩入部が存在しているがウラン鉱床は襲

だ知られていない皇

領家花開岩類の主構造は中央構造線に平行な方陶で

あり岩相変化もそれに従っている部分が多い.この

構造を横切る土岐一岡崎を結ぶ南北断面でウラン1トリ

ウム量の変化(第1図)は中央構造線に近い中核帯で

ウラン･トリウムが最も低くそれを離れた北方で高い､

土岐花陶岩体はそれより全般的に高い値を示す山

岩相(岩体)別の平均値では20万分の王地質図｢豊

橋｣による(以下岡様)片状石英閃緑岩(D卵伸幹豊
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7P脾(3コ)岡崎石として有名な両雲母花開岩(Gm

武節)はU五.21Thδ.δP岬(6コ)片状閃雲花庸岩

(Ghbs澄川)はU1.4･Th818PPm(5コ)以上

は片状構造の比較的明瞭な岩石である.閃雲花開岩一

(Ghb澄川)はU2.21Th12.6PPm(12コ)花崩

閃緑岩(Gd猿投)はU2.4･Th11.6PPm(5コ)

その中心ぽ貫入しているアプライト質花開岩(Ga猿投)

はU5.O1Th五7ppm(3コ)この岩石の4コ目の試料

(U7,71Th2卵p㎜)は岩脈なので平均値に含めてい

匁い.猿投山一帯に広く分布する黒雲母花開岩(Gb猿

投)はU2.71丁王バ3,遂PPm(13コ)である.

土岐岩体では細粒花嵩閃緑岩(fGd)がU2.3･Th

11.5PP㎜(2コ)中粒花陶閃緑岩U3.8･Th15PPm

(2コ)中粒黒雲母花闇岩(mGb)がU4.8･Th18.5

PPm(4コ)粗粒異母花陶岩(cGb)がU5.9･Th

18.4PPm(10コ)斑状黒雲母花開岩(Gbp)はU5.1

1Th工7.逐PPm(8コ)細粒黒雲録花開岩(fGb)は

ω.◎1Th15ppm(2コ)である自これらのうち花

崩悶緑岩は全分布面積の数%以下と考克られるので土

岐岩体は全体としてウラン1トリウムに當んだ岩石から

構成されていることに桂る(第2図)

咳讐ン鑑と2･3の主成分と⑳関係

尻方を変えてウラン量をライム･アルカリ比におと

してみると(第3図)土岐岩体はアルカリに富みウ

ラン量の多い領域に分布している.この指数は熔融状

態を経危カルク･アノレカリ岩では岩振分化の一つの目安

となるので土岐岩体の岩石は分化が進んだものである

ことを示している.そのような岩石にウランのようだ

造岩鉱物の主要元素を置換し得ない元素が濃集している

ことには多くの実例がある.
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第1図土岐一岡崎地域花嗣猪類の模式断而上のウラン

に各瑞体の平均値も孝雄してある
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トリウム量

土岐一瑞浪市中閲点(東経137.13')の南北線上に分析値を投影平均値雌I線(点線)には個々の分析値

岩体の略号は1/望｡石地質図r豊橋｣のものと同じ本文参照

土岐岩体の花開閃緑岩の4

試料は同じ岩質の領家花

陶岩よりウランに富んだ所

に分布している(第3図30

付近).これは領家花開岩

類が熔融状態を経ないで形

成されたためにこの指数

が不適当なのかもしれ狂い

が指数の変化はそれほど

大きくないと考えられるの

でおそらく土岐岩体のウ

ランの絶対量が多いことに

よるのであろう.

微量ウランとカリウムと�
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の相関もしばしば伝えられている.

その一例が第4図であり全体としてほ

ぼ正の相関を示すが岩体別にみると

領家花商岩類の個々の岩体は全般的

傾向に従っていたいその詳細は別報

に一ゆずるとしてこの図で興味深いこ

とはK203.4～4.5%付近で土岐

岩体と領家花開岩類とが重複するにか

かわらずウラン量は土岐岩体の岩石

で高いことである.領球花筒岩類で

土岐岩体のものと同様に高い岩石は

三国山のアプライト質花陶岩(Ga)で

ある.これは従来土岐号俸の岩石と

同一に取り扱われていることが多い｡

ウラン･トリウム量では類似の傾向を

示すが別報するようにライム･アル

カリに関しては異なる性質を示しこ

こでは土岐岩体のものと区別して扱っ

ている.

ウラン･トリウムの存在状態

次にウラン1トリウムがどんな状態

で岩石中に分布しているであろうか｡

一般にはジルコンモナズ石掘石な

どのウラン1トリウムを比較的多量に

含みうる副成分鉱物雲母類や長石な
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ど主要造岩鉱物鉱物間隙などに種冷の形で存在してい

ると理解されている､ジルコンなどの副成分鉱物は花

筒岩中では黒雲母に伴われることが多い｡土岐岩体で

最高値を示した試料(粗粒黒雲母花商岩｡GbU12.3･

Th25PPm)の任意の薄片にみられた2粒の短径1mm

程度の黒雲母を写真1と2に示す.3と4は粗粒黒雲

母花嵐岩(Gb猿投U3.6･Th18PP血)と片状石英閃

緑岩(Dqs三谷U1.1･Th6PPm)との同じく任意の

薄片にみられる黒雲母中この副成分鉱物が目測で最高

第2鰯土岐花鰯岩体の岩相凌化とウ茅ン畳

1.盲生層髪｡濃飛流紋岩類3｡細粒花鯛閃緑岩(迂Gd)4.中粒

花開閃緑磐(㎜Gd)餐壬申粒黒雲母花陶岩(燃Gb)6.粗粒黒雲撮花

陶岩(cGb)?.艦状黒雲働循闘裟(Gも蔓)雷､細粒黒雲母花闇岩

(fGb)無記号部は新第三紀以後の堆積岩類自円に数割ま新鮮な基盤の

ウラン量(Upp㎜)黒田は露頭部での放射能(ウラン)異常地｡.1mR/

hτ以下;二重円は0.1mR/㎞以上.御嵩町内の古生層を基盤とするも

のは含まれていない.斜線部は中央線北方の調査が進んだ部分での基盤

の凹みの概略的な形一般に鉱床は大局的にはこの古地形に支配される.

に多いものである.最高のもののみを(写真13と4)

比較すると岩石中のウラン･トリウム量の多いものか
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百円は土岐堵体の磐石黒円は頓塞花陶措類
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記号は第3図に同じ�
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ら少ない方へ副成分鉱物(おもにジノレコン)の数量と

粒度が滅じメタミクトの状態でなく新鮮であり周囲

の放射能によるハロが弱くなる.換言するとこれら鉱

物の絶対量が減り鉱物中の放射性元素の量も減少して

いるようである.

高いと思われる.鉱物間隙や主造岩鉱物にとり込まれ

ているウラン量もおそらく高いであろう.後者の容易

に溶出しうるウランが鉱床形成のための供給源として重

要であってその存在量と溶出過程および全体の溶出量

を知ることは今後の重要な課題である.

むすびと今後の問題

以上をウランに関して要約すると微量成分としての

ウランは領家中核帯でもっとも低く古生層に貫入する

部分で最高である.岩質との関係は酸性の岩石で高い.

土岐ウラン鉱床の基盤である土岐花筒岩体は岩質を考

慮しても三国山一岡崎地域のいわゆる領家花陶岩類より

もウランに當む.その結果としてウラ!鉱床が存在し

ているのかも知れない.しかし一見新鮮な岩石のウラ

ンカ糖動したと考えられる実例カミ報告された例もあり

鉱床中のウランが基盤中に拡散されて基盤の微量ウラン

量を高めた可能性カミ完全に否定されたわけではない.

岩石としてウラン1こ富む花陶岩のジルコンのウラン量は

写真1土岐岩体中ジルコンなどのノ･日を傍獺1賊分鉱物を

最も多量に含む黒雲母(cGb,m2.3,Th鰯卿m)

写真3

三国山付近の中程度のウラン量を示す岩石の黒雲母中ジルコン

などが最も多く認められる部分(Gb,U3.6,Th18ppm)

これまでに知られている本邦のいわゆる堆積型ウラン鉱床は

ほとんどの場合に花筒岩類直上がそれに近い唯積岩申に胚胎

されていることからそのウランの起源を基盤岩類の微量ウラ

ンに求める人が多くこの考え方は重要な探鉱上の作業仮説

となっている.この考え方に従えばウランの溶尚･運搬･沈

殿の過程が似かよっている場合には基盤の花筒岩類のウラン

の多さが鉱床形成にある意味を持つと思われる,この小文は

この目的のために行なわれている科学技術庁無機材研鈴木淑

夫地質調査所技術部関根節郎･望月常一･大場きみじ諸氏

との共同研究の一部である.鉱床に関する資料は原子燃料公

社東濃事務所の地質家および地質調査所燃料都と鉱床部の担当

者によっている.

各位のご教示と討論に対し厚くお礼申し上げる.

(筆者は鉱床部核源料資原熱)

写真2

写真ユと同一薄片中の他の結晶1･口の強さは変らないが鉱物量

ははるかに少なv'

写真4

写真1および3と同様に選定された領家中核帯のDqgの黒雲母

(U1.1･Th6ppm)

いずれも開放ニコル多色性の最も強い方向で撮影倍率は80階�


